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要旨 

 多くの企業がネットワーク戦略の目標として、ネットワークのコンセプト、製品または
テクノロジーを導入したいと考えていますが、その目標を正しく理解している企業はほ
とんどないと Forresterでは認識しています。明確な戦略を持たない企業では、従業員
に自由を与えすぎた結果、抜け道の多い、セキュリティが手薄なネットワークになる危
険性があります。最悪の場合、ネットワークがデジタル化の妨げとなり、事業の競争力
を低下させる恐れさえあります。 0F

1  
 
 
 
 

Juniperは、ネットワークの健全性とアクティビティ

に関する深い洞察を提供しながら、セキュリティの

運用（SecOps）効率化を進めるダッシュボードと

ツールを提供する、フルスタック系セキュリティプ

ロバイダーです。 

Forrester Consultingはこの度、Juniper Networksの

委託により Total Economic Impact™（TEI: 総経済効

果）調査を実施し、Juniper Connected Securityの導

入で得られる企業の投資収益率 (ROI) を分析しまし

た。本調査の目的は、Juniper Connected Securityに

よって企業にもたらされる潜在的な経済的影響を評

価するためのフレームワークを読者に提供すること

です。 

Forresterは、この投資に伴う利益、コストおよびリ

スクについて理解を深めるために、Juniper 

Connected Securityの使用経験がある企業 1社にイ

ンタビュー調査を実施しました。Forresterは各企業

の使用経験を活用して、3年間の財務分析を見積り

ました。 

Juniper Connected Securityを導入する前は、顧客企

業がさまざまなベンダーの老朽化したセキュリティ

機器を使用していました。そのため、従来のネット

ワークセキュリティハードウェアは、複数のベン

ダーと多種のコードにより管理が複雑だっただけで

なく、安定した環境を確保するために必要な透明性

にも欠けていました。このような制限により、管理

間接費が膨大になり、従来のネットワークにおける

インシデントの危険性は高くなるばかりでした。 

 

 

Juniper Connected Securityを導入した後は、顧客企

業は Juniperを唯一のベンダーとして利用し、ネット

ワーク機器のモダナイゼーションと効率化を実現し

ました。この投資による主な結果は、管理間接費の

削減、より安定した信頼性の高いセキュリティ環境

の実現です。これによりセキュリティ運用を担当す

る技術チームおよびエンドユーザー/従業員の信頼を

得ることができました。 

主な調査結果 

定量的なメリット。リスク調整後の現在価値 (PV) の

定量的なメリットは、以下のとおりです。 

• セキュリティ運用チームによる管理間接費の

60%を削減。セキュリティ運用チームには、直

感的なツール、ダッシュボード、レポート機

能、オーケストレーションにより、ネットワー

クの診断と問題解決の取り組みの改善という利

点がありました。さらに、ネットワークの透明

性が高まることで、インシデントが減少して対

応パスが明確になり、これまでより安定した環

投資利益率 (ROI)  

283% 

正味現在価値 (NPV)  

65.77万ドル 

主な統計情報 

https://www.juniper.net/jp/ja/security.html
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エグゼクティブサマリー 

境が得られました。こうした効率化により、3年

間で合計 354,500ドルの節約となりました。 

• システムの稼働率を 10%向上させ、従業員のダ

ウンタイムを年間約 20時間削減。Juniperが構

築するより安全で信頼性の高いネットワークは、

システムのパフォーマンスを向上し、エンドユー

ザー/従業員のダウンタイムを削減します。従業

員のダウンタイムが減ったことで、ビジネスの原

動力となるコンテンツの制作と配信に注力でき、

結果として 3年間で合計 439,700ドルのコスト

削減を実現しました。 

• 4.5万ドルの初期費用と 3.5万ドルの年間保守費

用を回避。老朽化したレガシー機器を廃棄するこ

とで、企業はその機器に関連した継続的な保守コ

ストを毎年 3.5万ドル削減できました。また、

Juniperはフルスタックのプロバイダーであるた

め、ハードウェアの初期 CAPEXコストを統合す

ることで、1年目で 4.5万ドルを節約し、3年間で

合計 121,600ドルの節約を実現しました。 

非定量的なメリット。顧客企業は、今回の調査では

定量化できなかった利点として、ネットワークの信

頼性向上を挙げています。Juniperは、より安定した

セキュリティ環境を提供し、ITチームおよび従業員

がクリエイティブ業務にもっと集中できるようにし

ました。その結果、ITチームの業務効率が大きく向

上し、ビジネスの変革を支える、最新アーキテク

チャの構築に業務時間を割けるようになりました。

同様に、従業員もシステムのパフォーマンス低下に

伴う技術的な障害に悩まされることがなくなり、さ

らに変革への取り組みを推進するクリエイティブな

コンテンツの制作に専念できるようになりました。 

コスト。リスク調整後の現在価値 (PV) には以下のも

のがあります。 

• ベンダー（Juniperを含む）に支払う初期費用と

継続費用、およびトレーニングに費やされる社

内リソースの時間的コスト。Juniperの導入に関

連する初期費用には、Juniperに支払われたハー

ドウェア費用とサードパーティのベンダーに支

払う導入サービスの費用が含まれます。さら

に、Juniperのソリューションの継続的な保守・

管理を担当する社内リソースは、ネットワーク

コンポーネントや利用可能なツールに慣れるま

で、約 40時間ほどを費やす必要がありました。

継続的なトレーニングは必要最小限で済み、年

間合計 10時間でした。つまり、Juniperが提供

する新機能と拡張機能を中心にしたトレーニン

グです。 

インタビュー調査と財務分析によると、この顧客企

業は 3年間で 232,200ドルのコストに対して、

889,900ドルの利益を計上し、合計 657,700ドルの

正味現在価値 (NPV) と 283%の投資収益率 (ROI) を

達成しました。 

 

従業員 1人あたりのダウン
タイム削減時間（年間） 

20時間  



 

JUNIPER CONNECTED SECURITYの TOTAL ECONOMIC IMPACT™ 3 

エグゼクティブサマリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資収益率 (ROI)  

283% 

利益PV 

88.99万ドル 

正味現在価値 (NPV)  

65.77万ドル 

削減された管理間

接費： 354,526ドル

ダウンタイムのリスク低減

によるネットワークの回復

力向上： 413,812ドル

セキュリティイン

フラストラクチャ

コストの回避：

121,551ドル

利益（3年間）

3年間の総利益 (PV)

$889,889
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エグゼクティブサマリー 

TEIフレームワークと調査手法 

インタビューで得られた情報を基に、Forresterは

Juniper Connected Securityの導入を検討中の企業の

ために、Total Economic Impact™ (TEI) フレーム

ワークを構築しました。 

このフレームワークの目的は、投資の意思決定に影

響するコスト、利益や効果、柔軟性、およびリスク

要因を特定することです。Forresterは Juniper 

Connected Securityが組織にもたらす影響を、多段

階アプローチを使用して評価しました。 

 

 

デューデリジェンス（適正評価） 

Juniperの利害関係者と Forresterのアナリスト

にインタビューを行い、Juniper Connected 

Securityに関するデータを収集しました。 

 

顧客企業への聞き取り調査 

Juniper Connected Securityを使用する企業の意

思決定者にインタビューを行い、コスト、収

益、リスクに関するデータを取得しました。 

 

財務モデルのフレームワーク 

TEI手法とインタビュー調査対象企業の課題と

懸念に基づきリスク調整した財務モデルを使用

して、インタビュー調査結果から導かれる典型

的な財務モデルを作成しました。 

 

ケーススタディ 

TEIの 4つの基本要素である利益・効果、コス

ト、柔軟性、およびリスクを採用して投資の影

響をモデル化しました。IT 投資に関する ROI 分

析がますます高度化する中、Forrester の TEI 手

法は、購入決定がもたらす経済的効果の全体像

を提供するものです。TEI手法の詳細について

は付録 Aをご参照ください。 

開示事項 

読者は以下の点に注意してください。 

本調査は Juniperの依頼により、Forrester Consultingが

実施しました。本書は競合分析としての利用を意図する

ものではありません。 

Forrester は、他の組織が得られる可能性のある ROI につ

いては、一切の予測を行っていません。Juniper 

Connected Securityへの投資の妥当性を判断するにあた

り、本調査で提供されているフレームワークに読者自身

の予測を適用することを強く推奨します。 

Juniperはレビューを行った後、Forresterにフィード

バックを提供しましたが、Forresterは、調査およびその

結果に対する編集上のコントロールを維持し、Forrester

の結果と矛盾する、または調査の意味を不明瞭にするよ

うな調査の変更は承認していません。 

Juniperはインタビューの対象となる顧客の名称は提供し

ましたが、インタビューには参加していません。 
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Juniper Connected Securityのカスタマージャーニー 

Juniper Connected Security導入を推進した要因 

 
 

 

インタビューに応じた組織 

Forresterがインタビュー調査を行った Juniper 

Connected Securityの顧客企業は、次の特性を備え

ています。 

• 100万ドル規模のマルチメディア企業。 

• 現在 2名の FTEのチームが社内ネットワークの

運用を担当。 

• 技術的な障壁の排除と、コンテンツ制作を推進

する 200人の従業員にとってクリエイティブで

協力的な環境の醸成に伴う、ビジネス上の利点

がこの導入の推進要因。 

 

主な課題 

Juniperの導入前は、多様なベンダーの老朽化した機

器で、セキュリティネットワークを構成していまし

た。 

その結果、企業は以下のような共通の課題に苦慮し

ていました。 

• セキュリティ運用チームで管理間接費が増大す

る。多様なプロバイダーが提供する老朽化した

機器により、セキュリティ運用チームは、ネッ

トワークの診断や問題解決を行うために、多種

のコードで作業し、多くの関係者とのやり取り

が必要でした。また、古い機器には、ネット

ワークの透明性を確保するために提供される

ツール、ダッシュボード、レポート作成機能な

ど、最新の機器に備わっている機能が欠けてい

ました。その結果、企業ではセキュリティ管理

に多くのリソースを割いていました。 

 

 

 

  

「当社では、社内のセキュリティ

ネットワークに対してより最新の

アプローチが必要だと考えていま

した。理想的にはフルスタック

で、新規システムに関する学習が

最小限に抑えられ、日常のネット

ワーク運用と変更の追加など、管

理間接費を軽減できるアプローチ

です。古い機器は導入時期がバラ

バラであっため、機器ごとに異な

るコードベースを実行していまし

た」 

マルチメディア企業の IT担当 

ディレクター 

「既存のツールがおかしく思えた

のは、セキュリティ面で何も語ら

れていない点でした。まさにブ

ラックボックスと言えます。従来

のツールでは社内ネットワークで

何が起きているのか、何の情報も

得られませんでした」 

マルチメディア企業の IT担当 

ディレクター 
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JUNIPER CONNECTED SECURITYのカスタマージャーニー 

• 人材確保のしやすさ、レベル、能力の面におい

てリソースに制約があった。セキュリティ管理

を担当するリソースは、ネットワーク管理を含

む、広範囲にわたる責任を負うハイレベルなリ

ソースでした。この企業は少数精鋭のチームで

運営されており、意思決定者はそのような管理

タスクに個別のリソースを追加またはリソース

に時間を配分することができず、またその意欲

もありませんでした。 

• 従来のネットワークは不透明であるため、気付

かないうちにセキュリティインシデントが発生

するリスクが高まっていた。古い機器では、

ネットワークの健全性とアクティビティに対す

る視認性に制約がありました。このため、運用

チームが任意の時点における潜在的なインシデ

ントの脅威レベルと影響の範囲をほとんど把握

できず、ネットワークのセキュリティを十分に

信頼できない状態になりました。したがって、

企業はインシデントへの対応が弱くなり、下流

への影響が深刻になると対応しきれなくなって

いました。 

ソリューションの要件および投資目標  

インタビューした企業はオフィスを移転していまし

た。そのため、意思決定者は今後自社で使用する

ネットワークセキュリティプロバイダーを検討し、

選択する機会がありました。 

IT担当のディレクターはこのように述べています。

「オフィス移転を機に、旧オフィスのかなり古い機

器をアップグレードし、当社コアネットワークの運

用を変更しました。従来の機器の一部は、その時点

で 7～8年が経過しており、中には 10年前の機器も

ありました。変化のきっかけとなったのがオフィス

の移転です。また、移転後の新しいオフィスでは、

既存のオフィスから独立したネットワークを立ち上

げられるようにする必要がありました」 

したがって、意思決定者は社内にある従来の機器を

廃棄し、以下を実現する新しいソリューションで再

出発することにしました。 

• フルスタックの機能を提供することで、ネット

ワークインフラのモダナイゼーションとプロバ

イダーの効率化を図る。 

• 新しいオフィスにダウンタイムなく移転し、従

業員への影響を最小限に抑える。 

• 直感的なツールとオーケストレーションによる

管理間接費の削減で、ネットワークに関するよ

り深い洞察を得て全般的に安定した環境にす

る。 

複数のベンダーを評価した結果、この企業は Juniper 

Connected Securityの導入を決定し、開始しまし

た。インタビュー回答者は次のように述べていま

す。 

• インタビューを受けた企業は、新しい移転先オ

フィスに、Juniperを使用したセキュリティネッ

トワークをゼロから構築できました。 

• Juniperはフルスタックのプロバイダーであるた

め、オフィス全体のネットワークを支えるス

タックを一元化し、アクセスポイント数を大幅

に削減できました。 

「何でも屋の器用貧乏な状態で、

チームは最小限の編成になってい

ます。従来の機器の老朽化が進

み、有効な製品寿命が残っていま

せんでした。まもなく保守サービ

スが終了しますが、それよりも過

ぎ去った時代のネットワーク機器

であることが問題となっていま

す。つまり、古い機器を使用する

と、管理面で費用がかさみます。

ネットワークに変更が必要なとき

は、いつも面倒で苦痛でした」 

マルチメディア企業の IT担当 

ディレクター 
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• Juniperは、社屋とデータセンターにまたがる

デュアルファイアウォール、デュアルファイ

バースイッチ、デュアルマネジメントを通じ

て、従来の環境になかったネットワーク全体の

冗長性を確保しました。 

 

 

 

 

Juniperを選んだのは、特に管理面と Junosオペレー

ティングシステムにより、すべてのデバイスで単一のオ

ペレーティングシステムを利用できるという点で、実に

説得力のある説明があったからです。その上、Junosの

Webインターフェースでは、以前はなかったネット

ワークに対する視認性が向上し、習得にかかる時間を短

縮することもできました。 

— マルチメディア企業の IT担当ディレクター 
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利益の分析 

定量化利益データ  

 
 
 

 

管理間接費の削減 

エビデンスとデータ：インタビューに回答した企業

では、少数精鋭のリソースで構成されたチームが、

ネットワークの管理など、広範囲におよぶ業務を担

当していました。従来の環境は、多様なベンダーの

老朽化した機器で構成されていました。脆弱で透明

性が低いだけでなく、必要に応じて変更や問題解決

を行う際には多数のベンダーから難解なコーディン

グを取得しなければならないほか、ベンダー固有の

知識が求められます。Juniper Security Directorで管

理する Juniper Connected Securityは、ダッシュボー

ドや直感的なツール、オーケストレーションを備え

た最新のネットワークセキュリティのインフラスト

ラクチャを提供し、管理の透明性と効率性を高める

とともに、より安定した環境を実現しました。その

結果、ネットワークの管理間接費を大幅に削減でき

ました。 

• 同企業の IT担当ディレクターは、Juniperがもた

らす各種の効率化が、ネットワークの管理に費

やす時間の短縮につながったことを次のように

説明しています。「以前は、旧オフィスで 1人

の正規社員 (FTE) がネットワークの問題に 50%

の時間を費やしていました。私もおそらく

10%～15%の時間を同様に費やしていたと思い

ます。しかし、全体として、2人のスキルの高い 

担当者でネットワークの対応をしていました。

この 2人の給与は低いものではありません。

Juniperの導入により、ネットワークセキュリ

ティの対応にかかる時間を 30%～35%削減で

き、ネットワーク接続の問題を心配する必要が

なくなりました」 

同企業はまた、ネットワークとセキュリティの

管理を担当する個別のリソースを削減できまし

た。インタビューの回答者はこう言っていま

す。「管理者の間接費が以前より大幅に減りま

した。以前の環境で必要だった人員数と比較し

て担当者が 1人減りましたが、運用がはるかに

シンプルになったので、ネットワーク関連で管

理が必要なことがすべて管理できています」 

• 同社は、Juniperのネットワークで向上した効率

性の多くが、直感的に操作できる Juniper 

Security Directorの管理・運用ツールやビューに

起因するとしています。インタビューの回答者

とそのチームは、Junosダッシュボードにより、

その分野の専門家にならなくとも、無駄のない

人員数で対応でき、ネットワークのセキュリ

ティに信頼性がもたらされました。インタ

ビューの回答者は次のように述べています。

「以前の環境における管理者の間接費は、とに

かく抑制しなければならないものでした。新し

いネットワーク環境では『自分たちで探索』で

きることを望んでいたため、できるだけ早く、

  

総利益 

参照コード メリット 1年目 2年目 3年目 合計 
現在価値  

PV 

Atr 管理間接費の削減 $142,560  $142,560  $142,560  $427,680  $354,526  

Btr 

ダウンタイムのリスク低

減によるネットワークの

回復力向上 

$166,400  $166,400  $166,400  $499,200  $413,812  

Ctr 
セキュリティインフラス

トラクチャコストの回避 
$76,000  $33,250  $33,250  $142,500  $121,551  

 

総利益（リスク調整後） $384,960  $342,210  $342,210  $1,069,380  $889,889  
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利益の分析 

ネットワークとその構成を把握する必要があり

ました。当初は JunosのWebインターフェース

にかなり依存していました。言わば自転車の補

助輪のようなものです。ネットワーク管理者を

務めたことのない人員でも、Webブラウザーに

アクセスして CLI（コマンドラインインター

フェース）以外で状態を確認して可視化できる

のは、素晴らしいことです」  

• Juniperの導入によりインタビューの回答企業で

は、統一性のなかった機器を統合できました。

新しいエコシステムでは、Juniperのネットワー

クにより透明性が向上し、複数のコードやベン

ダーに対応する必要がなくなったことから、迅

速な診断が可能になり、問題の解決が容易にな

りました。透明性の向上は、対策が必要なイン

シデントまたはアラームの種類が明確化するこ

とを意味します。インタビューの回答者は次の

ように述べています。「ネットワークの接続に

問題があり、以前使用していたシステムの管理

は多種のデバイスや複数世代のデバイスにまた

がって断片化していたため、侵害の原因を発見

するのは非常に困難でした。しかも、その時検

出できたとしても、修正はその先です。今では

Juniper Connected Securityのおかげで、誤検出

を見つけたり、必ずしも対応の必要のない不審

な行動を特定したりすることが容易になりまし

た」 

• Juniperのネットワークと関連ツールにより、全

体的に安定性が向上したセキュリティ環境が構

築され、必要となる管理業務が減少しました。

インタビューの回答者はこう述べています。

「管理間接費が少ない理由のひとつは、社内の

ニーズが十分満たされる水準に達しているから

です。社内のネットワークの状況で最適化でき

る部分は、既に最適化されています。VLAN（仮

想ローカルエリアネットワーク）とサイト間の

接続のデザインも見直しました。その後、ネッ

トワークのセキュリティは盤石です」  

モデリングと前提条件：管理に伴う間接費の削減額

を算定するために、Forresterは以下を前提としまし

た。 

• 従来の環境では、取り組みの程度に差がある、 

3人の FTEが管理に必要。Juniper環境に移行し

た後は、1人の FTEを配置換えし、残り 2人の

FTEが費やす時間を短縮できました。 

• この企業は、SecOps FTEの業務の 60%効率化

を 1年目に達成。この効率性は、セキュリティ

ネットワークの安定性により、導入後 3年間は

一貫的に維持されました。 

• SecOpsリソースの平均年収は 110,000ドル。 

• ツール、ネットワークの透明性、安定性の効率

向上により得られた時間の 80%は、付加価値の

高い業務に再配分されました。 

リスク：管理間接費の削減は、以下の要因により変

動する可能性があります。 

• 従来のネットワーク環境の状態（使用年数、ベ

ンダーなど）およびその管理を担当する SecOps

リソースの人数。 

• ネットワークの管理に従事するために必要なリ

ソースの水準と、それに関連する年間給与。 

• 地域により異なる給与。 

「導入したソリューションの主な

利点は、ツールと、それがネット

ワークにもたらす可視性です。こ

れにより、管理者の立場から、

ネットワーク上で誰が何をしてい

るかを理解し、複数の環境にわた

るポリシーを適用できるようにな

ります」 

マルチメディア企業の IT担当 

ディレクター 
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利益の分析 

• 回収できた SecOpsチームの生産性のうち、よ

り付加価値の高い業務に割り当てた割合（並行

して実行されている技術的およびビジネスの取

り組みに依存）。 

これらのリスクを加味し、Forresterはこの利益を

10%下方調整し、リスク調整後の 3年間の総現在価

値 (PV) を 354,526ドルとしました。 

 

ダウンタイムのリスク低減によるネットワークの回

復力向上 

エビデンスとデータ：インタビューの回答企業で

は、以前インシデントや障害が発生すると従業員に

ダウンタイムという形で影響がありました。その影

響の大きさは、従業員のネットワーク基盤に対する

不信感を招き、本来行うべき共同のクリエイティブ

作業の妨げとなっていました。Juniperの導入後、こ

の企業では従業員のダウンタイムが大幅に減少し、

技術的に中断することなく、お客様向けメディアコ

ンテンツの配信に集中できるようになりました。 

• ネットワークのセキュリティを支えていた従来

の機器は「ブラックボックス」だったので、そ

の操作と管理は困難でした。そのため、深刻な

事態が発生するリスクが高まっていました。

Juniperを導入してからは、透明性を高めてネッ

トワークの安定性を向上させることで、致命的

なイベントが発生する可能性を抑制できまし

た。インタビューの回答者はこう言っていま

す。「以前の機器でセキュリティイベントが発

生したらどうなるか考えた場合、よほど壊滅的

な影響が表れないと、発生時に気がつくことは

なかったでしょう。つまり、ネットワークのダ

ウンタイムを引き起こす、重大なセキュリティ

侵害となったかも知れません。ですから、以前

の環境では致命的なエラーが発生する可能性が

非常に高かったのです。Juniperでは主にシステ

ムを可視化できるという理由から、こうしたセ

キュリティイベントを未然に防げるという安心

感があります」 

• 以前の環境における問題は主にダウンタイム

で、従業員に影響を及ぼすネットワークの停止

として現れ、環境が攻撃されやすい状態になっ

ていました。インタビューの回答者はこう述べ

ています。「以前の環境では、スイッチの接続

に問題がありました。また、ポートインター

フェースの問題や接続 VLANの問題、更新、

管理間接費の削減 

参照コード 指標 ソース 1年目 2年目 3年目 

A1 

Juniper Connected Security導入

前にネットワーク管理に従事し

ていた SecOps FTEの人数 

インタビュー 3 3 3 

A2 
Juniper Connected Securityの導

入で削減された管理間接費 
インタビュー 60% 60% 60% 

A3 SecOps FTEの平均年間給与 前提条件 $110,000  $110,000  $110,000  

A4 生産性の回収率 前提条件 80% 80% 80% 

At 削減された管理間接費 A1*A2*A3*A4 $158,400 $158,400 $158,400 

 リスク調整 ↓10%    

Atr 
削減された管理間接費（リスク

調整後） 
 $142,560  $142,560  $142,560  

3年間の合計：427,680ドル 3年間の現在価値：354,526ドル 
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利益の分析 

アップグレード、それらに関連するダウンタイ

ムも多くありました。最新バージョンをすべて

管理できていなかったと思います。したがっ

て、更新スケジュールはローリング方式でし

た。休日や業務時間外に更新を行うという最善

の努力にもかかわらず、従業員のダウンタイム

と環境へのリスクにつながる、ローリングによ

るネットワークの停止が発生する可能性があり

ました」 

• Juniperでは、ネットワークのパフォーマンスが

大きく向上し、結果として従業員への影響が抑

えられます。インタビューの回答者はこう言い

ます。「Juniperの機器を使用すると、ネット

ワークの中断や侵害イベントが生じることはあ

りません。実際のところ、過去 3年間の達成率

はこれまでで最高です。ネットワークを含む全

担当業務で、99%近くを達成するのはかなりに

容易になっています。以前は 80%強～90%弱で

した。約 10%向上しています」 

• 従業員は、信頼度の向上という点で、ネット

ワークの回復力向上の恩恵を受けました。技術

的な中断が生じないため、従業員は消費者向け

コンテンツの配信に集中できます。インタ

ビューの回答者はその影響について「背後に安

定した堅牢な基盤があると感じられることか

ら、混沌と中断が発生して苦情を招く環境とは

大きな違いがある」と言っています。 

モデリングと前提条件：ダウンタイムのリスク減少

によるネットワークの回復力向上から数値を引き出

すため、Forresterは以下を前提としました。 

• この企業では、コンテンツ制作に携わる 200人

の従業員が、ダウンタイムの影響を受ける可能

性がある。 

• 従来の環境におけるシステムの可用性は 89%。

つまり 11%の時間（年間 229時間）は、従業員

に影響を及ぼす致命的なダウンタイムイベント

に弱いと言えます。 

• Juniperの導入により、企業ではシステムのパ

フォーマンスが 10%向上し、1年間の致命的な

ダウンタイムのリスクが減少する。 

• すべてのダウンタイムイベントが従業員に影響

を及ぼすわけではない。Forresterは、これらの

イベントの 10%が、従業員のダウンタイムにつ

ながる致命的なものと想定しています。 

• ユーザー（従業員）1人あたりのダウンタイムコ

ストは 50ドル。これは従業員の時給（システム

のダウン時には従業員の業務遂行が制限される

ため）と、ビジネスへの影響の両方を考慮に入

れた金額です。システムのダウンタイムは従業

員が消費者にコンテンツを配信する能力にも影

響を与えるので、オポチュニティコストも減少

します。 

リスク。ダウンタイムのリスク低減によるネット

ワークの回復力向上は、以下の要因により変動する

可能性があります。 

• 従業員数に基づく企業の規模。 

• 従来の環境で得られたシステムの可用性レベル

と、Juniperによる改善のレベル。 

• 従業員に影響を及ぼす潜在的なダウンタイムイ

ベントの割合。 

• 従業員の平均時給（業種、地域、職種、職階に

より異なる）。また、従業員が従事する業務の

性質が、ダウンタイム中に失われるオポチュニ

ティコストに影響を与えます。顧客と多く接す

る業務であれば、オポチュニティコストへの影

響も大きくなります。 

これらのリスクを加味し、Forresterはこの利益を

20%下方調整し、リスク調整後の 3年間の PV総額

を 413,812ドルとしました。 
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利益の分析 

セキュリティインフラストラクチャコストの回避 

エビデンスとデータ：インタビューに回答した企業

では、意思決定者が従来の機器を廃棄し、セキュリ

ティインフラストラクチャを新しい単一のベンダー

に移行するという選択肢をとった後、コストを削減

できました。従来の機器は老朽化していたので、毎

年多額の保守費用が必要でした。セキュリティイン

フラストラクチャを Juniperへと移行したことで、こ

のコストを回避できました。また、Juniperはフルス

タックのプロバイダーであるため、ハードウェアの

初期費用を抑制しやすく、最初の設備投資コストを

抑えることができました。 

• 同企業の IT担当ディレクターは、コスト回避に

ついて、次のように詳述しています。「コスト

削減をとってみると、これには購入コストだけ

でなく、サポート契約とその交渉による総所有

コストの要因も含まれます。購入の観点では、

ハードウェアと機器の設備投資の削減となりま

す。フルスタックのプロバイダーである Juniper

は、パッケージとして全部をまとめた最高のオ

ファーを提示してくれました。価格面で大きな

武器となりました」 

• インタビューの回答者は、Juniperの設備購入お

よび統合セットアップと設定にかかる初期費用

の削減額を、4万ドル～4.5万ドルと見積もって

います。また、インタビューを受けたある企業

は、従来の機器に関連した保守コストを年間約

3.5万ドル削減したと回答しています。 

ダウンタイムのリスク低減によるネットワークの回復力向上 

参照コード 指標 ソース 1年目 2年目 3年目 

B1 ユーザー/従業員数 インタビュー 200 200 200 

B2 
Juniper導入前のネットワークインシデン

トに起因する年間ダウンタイム時間 
前提条件 229 229 229 

B3 
Juniper導入後のネットワークインシデン

トに起因する年間ダウンタイム時間 
前提条件 21 21 21 

B4 
従業員に実際に影響があるネットワーク

インシデントの割合 
前提条件 10% 10% 10% 

B5 ユーザー1人あたりのダウンタイムコスト 前提条件 $50  $50  $50  

Bt 
ダウンタイムのリスク低減によるネット

ワークの回復力向上 

B1*((B2-
B3)*B4)*B5 

$208,000  $208,000  $208,000  

  リスク調整 ↓20%       

Btr 
ダウンタイムのリスク低減によるネット

ワークの回復力向上（リスク調整後） 
 $166,400  $166,400  $166,400  

3年間の合計：499,200ドル 3年間の現在価値：413,812ドル 
 

初期の設備投資コストの
削減額 
 
 
 
 
 
継続的な保守コストの削減額  

4.5万ドル 
 
 
 

 

3.5万ドル（年間） 
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利益の分析 

モデリングと前提条件：セキュリティインフラスト

ラクチャコストの回避額を計算するため、Forrester

は以下を想定しました。 

• Juniperの初期費用の設備投資コストは、代替ソ

リューションより 4.5万ドル低くなっています。 

• 以前のソリューションで必要だった年間 3.5万ド

ルの保守コストは、Juniperソリューションで削

減されています。 

リスク：セキュリティインフラストラクチャのコスト

節約額は以下の要因で変動する可能性があります。 

• 以前のソリューションの年間契約における保守要

件。 

• 検討代替ソリューション（設備投資の初期費用

に影響するため）。 

これらのリスクを加味し、Forresterはこの利益を

5%下方修正し、リスク調整後の 3年間の現在価値 

(PV) 総額を 121,600ドルとしました。 

 

セキュリティインフラストラクチャコストの回避 

参照コード 指標 ソース 1年目 2年目 3年目 

C1 
Juniper Connected Securityにより

削減された CAPEX設備投資コスト  
インタビュー $45,000  $0 $0 

C2 
回避できたレガシーソリューション

の保守コスト 
インタビュー $35,000  $35,000  $35,000  

Ct 
セキュリティインフラストラクチャ

コストの回避 
C1+C2 $80,000  $35,000  $35,000  

  リスク調整 ↓5%       

Ctr 
セキュリティインフラストラクチャ

コストの回避（リスク調整後） 
 $76,000  $33,250  $33,250  

3年間の合計：142,500ドル 3年間の現在価値：121,551ドル 
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利益の分析 

非定量的メリット 

定量化は不可能ながらもほかに顧客企業で認められ

た利益は以下のとおりです。 

• ITチームは、より複雑な最新アーキテクチャを

試行できます。Juniper Connected Securityソ

リューションは、ネットワークとセキュリティ

の管理に伴う間接費を大幅に削減するととも

に、環境の安定性を向上させます。その結果、IT

チームが革新的な取り組みに注力できる時間が

増え、安心してハイブリッドクラウドのような

複雑なアーキテクチャを環境に導入できます。 

• 従業員はコンテンツ制作とコラボレーションに

集中できます。ネットワークの安定性が高まる

と、テクノロジーは日常的に従業員を阻害する

ものではなくなりました。そのため、ビジネス

の成功に不可欠な、協力的でクリエイティブな

制作環境の維持に注力できます。 

柔軟性 

柔軟性の価値は顧客によってそれぞれ異なります。

顧客企業が Juniper Connected Securityソリューショ

ンを導入するシナリオは複数存在し、追加の用途や

ビジネスチャンスが後から見つかる場合もありま

す。 

そのような使用例では、より優れたビジネス変革の

実現もあります。Juniper Connected Securityの導入

により、ITチームはハイブリッドクラウドなど、よ

り複雑で柔軟な最新アーキテクチャを試行します

が、その際に従業員が技術的な問題による影響を受

けることはありません。そのため、企業は Juniperが

提供する技術的な基盤により、支障をきたすことな

く、ビジネス変革の取り組みに注力できます。した

がって、意思決定者は、新たに獲得した技術面での

自由度と柔軟性を原動力に、さらなるイノベーショ

ンを期待しています。 

柔軟性は、特定のプロジェクトの一環として評価す

ることで定量化できます（付録 Aに詳細を記載）。 

 

 

「以前のセキュリティ環境では、多

様なレベルの機器が微妙なバランス

で配置されていました。Juniperに

は、セキュリティツールが組み込ま

れたシングルスタック構成の強力な

基盤があります。Juniperのネット

ワーク設定により、セキュリティ機

器やツールの各種機能をより深く理

解できたことで、安心して新しい別

の技術分野にも進出することができ

ました」 

マルチメディア企業の IT担当 

ディレクター 

「以前実行していたシステムに対し

て信頼を失っていたユーザーがいま

す。そのようなシステムを瀕死の状

態から復活させるのは、技術的なタ

スクというより、ユーザーに対する

純粋なマーケティング／PRの課題

となります。信頼の要因であり、以

前と現在の違いでもあります。ユニ

コーンゾーンと言うべき最善の結果

です」 

マルチメディア企業の IT担当 

ディレクター 
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コストの分析 

定量化されたコストのデータ  

 
 
 

初期費用とベンダーに支払った継続費用 

エビデンスとデータ：インタビューを受けた顧客企

業は、導入に伴い、Juniper Connected Securityの

ハードウェアとソフトウェアの初期費用を Juniperに

支払っています。さらに、Juniperと継続的な保守と

サポートに関する保守契約も結びました。 

モデリングと前提条件：初期費用とベンダーに支払

う継続費用を計算するため、Forresterは以下を想定

しました。 

• 初期費用には、Juniperに直接支払うハードウェ

アとソフトウェアの費用のほか、必要な統合な

どの導入サービスに対して、Juniperを通じて

サードパーティのベンダーに支払われる導入費

用が含まれます。企業には、1年目にハードウェ

ア、ソフトウェア、導入のコストが発生しまし

た。 

• 導入には 1週の週末を費やし、費用は合計 

17.5万ドルです。 

• 継続的なコストは、Juniperとインタビューを受

けた顧客企業との間の、保守・サポート契約を

示すものです。年間で合計 1.5万ドルとなりま

す。 

 

 

リスク：初期費用とベンダーに支払う継続費用は、

以下の要因により変動する可能性があります。 

• 関連するセキュリティネットワークの運用に必

要なハードウェアとソフトウェアに基づく

Juniper導入の規模と範囲。 

• 導入スケジュールに関する期待。 

• 初期費用でカバーされる年数と、カバーされな

い継続的な保守の金額に関して Juniperと顧客企

業との間で結ばれた保守契約。 

これらのリスクを加味し、Forresterはこのコストを

15%上方修正し、3年間のリスク調整後の総現在価

値を 225,853ドルとしました。 

 

  

総コスト 

参照コード コスト 初期 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

Dtr 
初期費用とベンダーに

支払った継続費用 
$0  $218,500  $17,250  $17,250  $253,000  $225,853  

Etr 

オンボーディングとト

レーニングに費やした

社内リソースの時間 

$0  $4,865  $1,216  $1,216  $7,298  $6,342  

 総コスト（リスク調整

後） 
$0  $223,365  $18,466  $18,466  $260,298  $232,195  
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コストの分析 

オンボーディングとトレーニングに費やした社内リ

ソースの時間 

エビデンスとデータ：インタビューを受けた顧客企

業は、Juniperおよびその他のベンダーに費用を支払

うだけでなく、Juniper Connected Securityソリュー

ションに関連するオンボーディングとトレーニング

にもリソースの時間を割り当てています。 

モデリングと前提条件：オンボーディングとトレー

ニングに費やされる社内リソースの時間を計算する

ため、Forresterは以下を前提としました。 

• この企業では、2人のセキュリティ運用担当 FTE

が Juniper Connected Securityソリューションの

継続的な保守・管理に専念する、少数精鋭チー

ムを編成しています。 

• SecOps FTEは、Juniperのシステムを完全に使

いこなし、ツールの効果的な操作方法を習得す

るためのトレーニングに、まず 40時間を費やし

ました。 

• 翌年以降は、新たに追加された機能などを対象

とした簡単なトレーニングが必要となり、年間

で合計 10時間を費やすことになります。 

リスク：オンボーディングとトレーニングに費やし

た社内リソースの時間は、以下の要因で変動する可

能性があります。  

• SecOps FTEの人数と Juniper Connected 

Securityソリューションに費やす時間。 

• セキュリティネットワークのハードウェアおよ

びソフトウェアの習熟度。 

• Juniper導入の規模と範囲。 

これらのリスクを加味し、Forresterはこのコストを

15%上方修正し、3年間のリスク調整後の総現在価

値を 6,342ドルとしました。 

 

初期費用とベンダーに支払った継続費用 

参照コード 指標 ソース 初期 1年目 2年目 3年目 

D1 

Juniperとサードパーティの導入

パートナーに支払われるハード

ウェアとプロジェクトの初期費用 

インタビュー $0 $175,000  $0 $0 

D2 Juniperに支払った継続費用 インタビュー $0 $15,000  $15,000  $15,000  

Dt 
初期費用とベンダーに支払った継

続費用 
D1+D2 $0  $190,000  $15,000  $15,000  

  リスク調整 ↑15%         

Dtr 
初期費用とベンダーに支払った

継続費用（リスク調整後） 
  $0  $218,500  $17,250  $17,250  

3年間の合計：253,000ドル 3年間の現在価値：225,853ドル 
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コストの分析 

  

 

 
 

オンボーディングとトレーニングに費やした社内リソースの時間 

参照コード 指標 ソース 初期 1年目 2年目 3年目 

E1 
Juniperの継続的な保守と管理を

担当する FTEの人数  
インタビュー 0 2 2 2 

E2 
オンボーディングとトレーニング

に必要な時間（単位：時間） 
インタビュー 0 40 10 10 

E3 SecOps FTEの平均時間単価 前提条件 $0 $53  $53  $53  

Et 
オンボーディングとトレーニング

に費やした社内リソースの時間 
E1*E2*E3 $0  $4,231  $1,058  $1,058  

  リスク調整 ↑15%         

Etr 

オンボーディングとトレーニング

に費やした社内リソースの時間

（リスク調整後） 

  $0  $4,865  $1,216  $1,216  

3年間の合計：7,298ドル 3年間の現在価値：6,342ドル 
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財務状況の概要 

 

リスク調整後の 3年連結評価 
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Total costs Total benefits Cumulative net benefits

これらのリスク調整後の ROI

および NPV値は、「利益」と

「コスト」の各々のセクショ

ンの未調整結果にリスク調整

因子を適用することで決定さ

れます。 

 

「利益」と「コスト」のセクションで

計算された経済的影響を使用して、こ

のモデル組織の投資に対する ROIおよ

び NPVを決定できます。Forrester 

は、この分析に対し年 10%の割引率を

想定しています。 

 

キャッシュフロー分析（リスク調整後の推定値） 

  初期 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

総コスト $0  ($223,365) ($18,466) ($18,466) ($260,298) ($232,195) 

利益総額 $0  $384,960  $342,210  $342,210  $1,069,380  $889,889  

純利益 $0  $161,595  $323,744  $323,744  $809,082  $657,694  

投資収益率 (ROI)            283% 

 

総コスト 利益総額 累積純利益 

初期 1年目 3年目 2年目 
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付録 A: Total Economic Impact

（TEI: 総経済効果） 

Total Economic Impact（TEI：総経済効果）は

Forrester Researchが開発した手法であり、テクノ

ロジーに関する企業の意思決定プロセスを強化し、

ベンダーが製品やサービスの価値提案をクライアン

トに伝えるのを支援します。TEI手法を使用するこ

とで、企業は経営陣やその他の重要なビジネス関係

者に対して、ITイニシアティブの具体的な価値を提

示しながら妥当性を証明し、価値を実現させていけ

ます。 

TEIアプローチ 

利益とは、製品がビジネスにもたらす価値のことで

す。TEI 手法では、利益の測定とコストの測定に同

じ重みを与えることで、テクノロジーが組織全体に

もたらす効果を完全に検証することが可能です。 

コストでは、提案されている製品の価値または利益

をもたらすために必要なすべての支出が考慮されま

す。TEIでのコスト区分では、ソリューションに関

連して継続的に発生するコストに対する既存環境上

の増分コストを収集します。 

柔軟性とは、既に行われた初期投資に加えて将来的

に追加投資を行うことで得られる戦略的価値のこと

です。この利益を獲得できるということは、推定可

能な PVがあることになります。 

リスクとは、利益とコストの見積りの不確実性を測

定したもので、1) 見積りが初期の予測と一致する可

能性と、2) 見積りが予測どおりに推移する可能性が

考慮されています。TEIでは、リスク因子は「三角

分布」に基づいています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在価値 (PV)  

特定の利率（割引率）を使用した場合の

（割引後の）コストと利益の推定値の現

在価値。コストと利益の PVは、キャッ

シュフローの総 NPVに組み入れられま

す。 

 

正味現在価値 (NPV)  

特定の利率（割引率）を使用した場合の

（割引後の）将来の正味キャッシュフ

ローの現在価値。通常、プロジェクトの

NPVの値が正であれば、他のプロジェク

トの NPV がそれより高くない限り、投資

すべきであると考えられます。 

 

投資利益率 (ROI)  

パーセンテージで表したプロジェクトの

予想利益。ROIは、純利益（粗利益から

コストを引いた値）をコストで割ること

によって求められます。 

 

割引率 

キャッシュフロー分析において現金の時

間的価値を反映させるために適用する利

率。通常、企業は 8% ～ 16% の割引率を

適用します。 

 

回収期間 

投資金額が回収される損益分岐点。これ

は、純利益（粗利益からコストを引いた

もの）が初期投資またはコストに見合う

タイミングです。 

初期投資の列には、「時間 0」、つまり 1年目の開始時点で発

生したコストが含まれます。これらのコストには割引率は適用

されません。その他すべてのキャッシュフローは、年度末に割

引率を使用して割引されます。PVは、総コストと総利益の各

推定値に対して計算されます。概要の表の NPVの値は、初期

投資と各年における割引後のキャッシュフローの合計になりま

す。総利益、総コスト、キャッシュ フローの各表における合

計と PVの値については、端数処理が行われている場合がある

ため、総和が正確に一致しないことがあります。 
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付録 B: 注釈 

 
1 出典：「Now Tech: Virtual Network Infrastructure Switching Fabric, Q2 2020」Forrester Research, Inc. 2020年 4

月 22日  
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